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広
　
告
　
欄

◆小学校の運営
　市民１人当たり 20,935円
◆中学校の運営
　市民１人当たり 4,890円
◆図書館の運営
　市民１人当たり 3,390円 

◆ごみの処理
　市民１人当たり
　13,540円
◆予防接種
　市民１人当たり
　2,153円

◆道路の整備、議会の運営費など

市民１人当たり 43,117円 市民１人当たり 22,674円

市民１人当たり 27,794円

教育費 32.3 億円

その他 20.7 億円

衛生費 17.0 億円

支出と収入の重要ポイントを解説
会計 歳入 歳出 差引額

一　般　会　計 309億3,906万円 297億9,144万円 11億4,762万円
特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業 95億1,632万円 93億1,571万円 2億61万円
下水道事業 11億8,260万円 9億9,579万円 1億8,680万円
駐車場事業 9,372万円 8,640万円 732万円
介護保険 65億9,716万円 62億4,016万円 3億5,699万円
後期高齢者医療 18億4,285万円 18億3,771万円 514万円
小計 192億3,266万円 184億7,579万円 7億5,687万円

合　計 501億7,173万円 482億6,723万円 19億449万円

一般会計・特別会計の決算状況
※
表
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ま
す
。  「一般会計」と「特別会計」	キーワード

決算額      309 億3,906 万円
市民一人当たり　413,375 円

歳入

市税 95.1 億円
市民税・固定資産
税など
30.7％

都支出金 46.0 億円
都からの補助金など
14.9％

地方交付税
38.8 億円
地域格差をなくすため国
が交付するお金

12.5％

市債 21.0 億円
国などから借りたお
金 6.8％

その他 47.2 億円
使用料・手数料など
15.3％

国庫支出金  
61.3 億円

19.8％
国からの補助金など

決算額 297 億9,144 万円 市民一人当たり 398,042 円
歳出

目的別歳出 性質別歳出

民生費 163.9 億円
福祉などにかかる費用

55.0％

教育費
32.3億円
教育活動にかか
る費用
10.8％

公債費 19.0 億円
市債（借金）返済に
かかる費用 6.4％

その他
20.7 億円
7.0％

人件費 45.7 億円
職員の給与、
社会保険料な
ど

15.3％

物件費 32.8 億円
物品の購入、光熱水
費、委託料など
11.0％

扶助費
106.8 億円
福祉などの手当・
給付にかかる費用
35.9％

6.4％

補助費等
28.0 億円
市民団体への
補助金など

9.4％

公債費 19.0 億円
市債（借金）の返済
にかかる費用

繰出金 32.2 億円
一般会計から特別会計
に繰り出されるお金
10.8％

普通建設事業費
24.1 億円
公共施設の工事な
どにかかる費用

8.1％

その他
9.3 億円
3.1％

「目的別歳出」と
「性質別歳出」

	キーワード

一般会計の内訳

平成29年度の主要事業の執行状況
▶安全でうるおいのある暮らしができるまち
◉消防ポンプ自動車の購入
消防団第１分団の消防ポンプ自動車
を購入

1,749万円

◉清瀬消防署建替用地を購入
清瀬消防署が築40年以上経過してい
るため、建替えに向けて用地を購入

1億8,925万円

◉消費者保護対策事業の実施
特殊詐欺被害対策として、自動通話
録音機100台の貸出を実施

501万円

▶子どもたちを健やかに育むまち

◉第四小学校・第六小学校校舎大
規模改造事業
老朽化した校舎を大規模改造

8億2,248万円

◉清瀬市版ネウボラ事業「スマイル
ベビーきよせ」を実施
妊娠期から出産・子育て期にわたる
切れ目のない支援

783万円

◉待機児童の解消に向けて、保育
所の開設準備
私立認可保育園（1園）と小規模保育所
（２園）開設の施設整備を実施

2億3,055万円

◉イングリッシュキャンプ
小学５年～中学２年の児童・生徒を対
象に外国人講師が同行し、２泊３日で
立科山荘で英語学習を実施

160万円

◉下清戸運動公園テニスコート改
修工事
テニスコートの人工芝張替えなど

2,970万円

◉郷土博物館特別展の開催
最先端映像技術展、清瀬のうちおり
展、林亮太作品展

614万円

▶豊かな自然と調和した住みやすく
　活気あるまち
◉芝山小学校北側の歩道拡幅用地
購入等
市道0102号線

2,635万円

◉「第10回清瀬ひまわりフェスティ
バル」を開催
昨年度を大幅に上回る約122,800人
の来場があった。

470万円

◉防犯灯約350基のLED化
４年計画の４年目。合計3,354基。 1,071万円

◉六小前の歩道拡幅工事他市道５
路線の道路整備工事を実施 1億8,511万円

▶健幸でともに支え合うまち

◉健幸ポイント事業を実施
事業対象者の拡大及び付与ポイント
の拡充

1,722万円

◉市民健康診査の実施期間を延長
30代の市民を対象とした健康診査の
実施期間を延長

715万円

▶都市格が高いまち

◉シティプロモーションの推進
清瀬市のＰＲ動画作成、公共施設の
Wi-Fi環境整備等

558万円

◉新庁舎建設に向けて基本設計を
策定
平成33年度の新庁舎完成に向け、市
民意見公聴会やパブリックコメントを
実施

8,013万円

目的別歳出を市民１人当たりの経費に置き換えると……

◆保育園の運営
　市民１人当たり 40,706円
◆学童クラブの運営
　市民１人当たり 2,258円
◆児童センターの運営
　市民１人当たり 1,344円

◆コミュニティバスの運営
　市民１人当たり 279円

市民１人当たり 219,010 円

市民１人当たり 43,815円
消防費 12.2 億円

◆消防活動の経費のために

◆市が借りた市債の返済のため

市民１人当たり 16,255円

公債費 19.0 億円

市民１人当たり 25,377円

民生費 163.9 億円

総務費 32.8 億円

性質別歳出を家庭の家計簿に置き換えると……
収入（＝歳入） 支出（＝性質別歳出）

■給与
（基本給＋諸手当）
・基本給（市税）
・諸手当

■家賃収入
　（使用料・手数料）
■雑収入
■貯金の引き出し
　（繰入金）
■ローン（市債）
■前月（年）から
　の繰越（繰越金）

■日常経費（人件費）
■医療費・保育費
　（扶助費）
■ローンの返済
　（公債費）
■日用品・光熱費
　（物件費）
■自治会費（補助費等）
■子どもへの仕送り

■雑費（維持補修費など）
■家の増改築費
　（普通建設事業費）
■貯金（積立金）

351,434円

127,020円
224,414円

4,373円

3,600円
１1,889円

28,058円
14,021円

61,028円
142,725円

25,377円

43,806円

37,358円
42,957円

691円
32,227円

11,873円

15,333 円　　 14,021 円

345,660円

126,089円
219,571円

4,477円

5,048円
１1,497円

19,554円
14,827円

61,583円
140,968円

25,702円

43,991円

36,739円
42,792円

706円
21,095円

13,466円

平成29 年度 平成29 年度平成 28 年度 平成 28 年度

（国・都支出金地方交
付税など）

　合計　　413,375 円　    401,063 円 合計　　　398,042 円　　387,042 円

（特別会計への繰出金）

来月（年）への繰り越し

1 人当たりの納税額と支出額

一般会計の借金は 190 億 3,921 万円

義務的経費は増

	ポイント１

	ポイント 2

	ポイント 3
①

②

③

◆①～③の詳しい解説は、右記をご覧ください。

一般会計決算　　　の状況をお知らせします
【平成 29 年度】

消防費
12.2 億円
火災、地震などの災害か
ら市民を守るための経費

4.1％

衛生費 17.0 億円
健康、環境保全、ごみの処
理などにかかる費用 5.7％

総務費 32.8 億円
市役所の運営など
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基金と市債の残高の推移
各種基金残高（左目盛り）
市債借入残高（右目盛り）

義務的経費と職員数の推移

職員数（左目盛り）
義務的経費（右目盛り）

※職員数は各年度の４月１日現在です。

　市が行う仕事は、皆さんが納めた税金をはじめ、国や都の補助金、国などからの借入金などをもとに行わ
れています。平成29年度の決算の状況は、行政運営の基本的な事業を行うための「一般会計」と国民健康保
険などの特別な事業を行うための「特別会計」を合わせた歳入（収入）の決算額が、501億7,173万円、歳出（支
出） の決算額が482億6,723万円となりました。ここでは、平成29年度の一般会計でどのくらい収入があり、
どのようなことに使われたのかお知らせします。 問財政課財政係☎042・497・1810

●一般会計……福祉、教育、道路整備などの基本的な行政サ
ービスを行うための会計のことです。
●特別会計……特定の目的のための会計で、保険料などの収
入は、その目的のための支出にしか充てることができません。
清瀬市には左表のとおり、５つの特別会計があります。

　歳出（支出）の見
方として、使う目的
ごとに分類した「目
的別歳出」と、経済
的な性質ごとに分類
した「性質別歳出」
の２つがあります。
　目的別歳出は、ど
のような行政分野に
いくら使ったかを知
ることができます。
性質別歳出は、市の
財政運営や健全性、
市の施策を知ること
ができます。

※市民１人当たりの額は、市の決算額を人口
（74,845人、平成30年1月1日現在）で割って算出
しています。

①

　市財政の基本的収入である市税は、個人市民税や法人市民税の増
加などにより、昨年度より約1.1億円増収の95.1億円となりました。
市民１人当たりの納めた額は127,020円で、使われたお金は398,042
円のため、支出した額全体の31.9％になります。
　多摩26市平均では、市民１
人 当 た り の 納 め た 額 が
170,613円で、使われた額は
374,848円のため、支出した
額全体に対して税収の占める
割合が45.5％となっていま
す。清瀬市は他市に比べ税収
が少ない状況にあり、地方交
付税や国・都からの補助金な
どで支出を賄っています。

　道路の整備、学校の大規模改造などには多額の経費が必要となる
ため、国などから市債として借り入れをしています。平成29年度
は消防署建替用地購入や下清戸運動公園テニスコート改修工事、臨
時財政対策債などのために、総額で21億円の市債を発行しました。
　平成29年度末の市債の残高は下表のとおりで、全体では市民1人
当たり254,382円となっていま
す。また、市の貯金である基金は、
積み立て額が取り崩し額を1億
3,878万円上回り、残高は41億
1,648万円となりましたが、市民
1人当たりでは55,000円で、26市
平均の77,736円と比べると低い
水準となっています。公共施設
の整備や社会保障費など経常経
費の増額に対応するため、今後
も積極的に基金への積み立てを
行う必要があります。

　計画に基づいた行財政改革を着実に推進するなど、効率的な行政
運営に努めています。しかしながら、高齢化の進展などに伴う扶助
費の増加により、義務的経費（支出が義務付けられているお金で、
人件費、扶助費、公債費を合わせたもの）は近年増加傾向にあります。
　義務的経費は、平成
28年度と比較して、保
育園運営事業や自立支
援給付事業などの扶助
費が増加したことによ
り、約1.4億円増額し
ました。この義務的経
費の増加が、市の財政
課題となっています。
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